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【 第 一 部 】

１ 牛 伝 染 性 リ ン パ 腫 ウ イ ル ス ( BLV ) ま ん 延 酪 農 家 で の

対 策 事 例

： 徳 島 県 徳 島 家 保 髙 田 大 賀 、 井 口 陽 香

搾 乳 牛 60 頭 規 模 の 酪 農 家 で 、 家 伝 法 5 条 検 査 の 余 剰

血 清 を 利 用 し た BLV 抗 体 検 査 の 結 果 か ら 、 令 和 元 年 度 よ

り BLV の 清 浄 化 に 着 手 。 頻 度 は 隔 年 実 施 。 令 和 元 年 度

の BLV 抗 体 陽 性 率 は 49.2 ％ ( 33/67 ) 。 本 農 場 で は 陰 性 牛 と

陽 性 牛 が 混 在 し て い た こ と か ら 、 牛 房 で の 水 平 感 染 が 感

染 拡 大 の 主 な 原 因 と 推 察 、 対 策 を 開 始 。 令 和 元 年 度 に

陰 性 牛 と 陽 性 牛 の 区 分 け を 明 確 化 。 加 え て 令 和 3 年 度 よ

り リ ア ル タ イ ム PCR 法 を 用 い て プ ロ ウ イ ル ス 量 測 定 し 、 ハ

イ リ ス ク 牛 は 優 先 更 新 対 象 。 後 継 牛 は 陰 性 牛 か ら の み 、

初 乳 は 陰 性 牛 の 乳 に 変 更 。 結 果 、 令 和 3 年 度 に は 陽 性

率 51.6 ％ ( 33/64 ) 、 陽 転 頭 数 は 13 頭 、 令 和 5 年 度 に は 陽 性

率 34.5 ％ ( 20/58 ) 、 陽 転 頭 数 は 10 頭 と 、 一 定 の 効 果 が み ら

れ た 。 乾 乳 牛 房 で は 陰 性 牛 と 陽 性 牛 が 混 在 し て い る こ と

等 新 た な 課 題 が 見 つ か っ た た め 、 新 た な 対 策 と し て 乾 乳

牛 房 に 仕 切 り を 設 置 し 、 ゾ ー ニ ン グ の 徹 底 を 新 農 場 主 に

指 導 。

２ 管 内 農 家 に お け る 牛 伝 染 性 リ ン パ 腫 対 策

： 徳 島 県 徳 島 家 保 阿 南 支 所 山 口 貴 大 、 山 田 み ち る

牛 伝 染 性 リ ン パ 腫 対 策 の 指 導 を 実 施 し て い る 3 農 家 ( A
～ C ) へ 継 続 検 査 、 指 導 実 施 。 A 農 家 で は 令 和 4 年 度 に

牛 伝 染 性 リ ン パ 腫 ウ イ ル ス 抗 体 が 2 頭 陽 性 。 対 策 と し て

分 離 飼 育 を 開 始 し た 結 果 、 今 年 度 の 陽 転 数 は 0 頭 。 B 農
家 で は 各 個 体 の 抗 体 保 有 状 況 は 把 握 し て い た が 具 体 的

な 対 策 は 実 施 さ れ て い な か っ た 。 当 所 の 指 導 に よ り 令 和

3 年 度 か ら 分 離 飼 育 に よ る 対 策 を 開 始 。 令 和 4 年 度 の 陽

転 数 は 2 頭 、 今 年 度 の 陽 転 数 は 1 頭 。 C 農 家 で は 令 和 4
年 度 の 検 査 結 果 を 基 に 抗 体 陰 性 牛 を 検 査 。 陽 転 数 は 0
頭 で あ り 、 清 浄 性 保 持 を 確 認 。 各 農 家 で は 繁 殖 牛 群 の 分

離 飼 育 は 行 っ て い る が 、 子 牛 、 育 成 牛 の 分 離 飼 育 は で き

て お ら ず 、 検 査 も 未 実 施 。 繁 殖 後 継 牛 に つ い て は 遺 伝

子 検 査 、 抗 体 検 査 を 行 い 、 結 果 に 基 づ い た 分 離 飼 育 を

指 導 予 定 。 今 後 も 定 期 的 に ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 を 実 施 し 、

陽 性 個 体 の 早 期 摘 発 を 行 う と と も に 、 繁 殖 後 継 牛 や 導 入

牛 に お け る 検 査 、 衛 生 対 策 等 を 実 施 し 、 各 農 家 の 飼 育

状 況 に 応 じ た 感 染 防 止 対 策 を 継 続 指 導 。
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３ 大 型 防 疫 装 置 の 活 用 を 想 定 し た 防 疫 計 画 の 検 討

： 徳 島 県 西 部 家 保 山 本 由 美 子

管 内 に お け る 特 定 家 畜 伝 染 病 発 生 時 の 防 疫 対 応 に お

い て 、 大 型 防 疫 装 置 の 活 用 を 想 定 。 泡 殺 鳥 機 の 搬 送 経

路 及 び 設 置 場 所 、 移 動 式 レ ン ダ リ ン グ 装 置 の 設 置 場 所

及 び 設 置 方 法 に つ い て 、 設 置 関 係 者 と 共 に 現 地 検 証 を

実 施 。 管 内 4 4 農 場 中 、 泡 殺 鳥 機 の 使 用 を 想 定 し て い る

の は 2 4 農 場 。 う ち 、 搬 送 経 路 又 は 設 置 場 所 に あ い 路 の

あ る 1 6 農 場 に つ い て 検 証 。 道 幅 、 カ ー ブ の 角 度 、 鶏 舎

前 ス ペ ー ス 等 の 状 況 に よ り 設 置 可 能 と 判 断 さ れ た の は

7 農 場 、 天 候 等 の 条 件 に よ る も の 4 農 場 、 設 置 不 可 5 農

場 。 移 動 式 レ ン ダ リ ン グ 装 置 は 、 市 町 村 と 予 め 協 議 し

選 定 し た 候 補 地 に お い て 、 詳 細 な 設 置 場 所 を 検 討 す る

と と も に 、 処 分 家 畜 の 搬 入 と 処 理 産 物 の 搬 出 が 交 差 し

な い 搬 送 経 路 を 検 討 。 今 後 は 搬 送 及 び 設 置 に 必 要 な 重

機 、 周 辺 資 機 材 の 調 達 に 係 る 経 費 の 試 算 等 、 調 整 が 必

要 。 今 回 の 検 証 を 踏 ま え た 防 疫 計 画 の 再 検 討 や 、 各 農

場 の 実 情 に 応 じ た 検 証 の 積 み 重 ね に よ り 、 発 生 時 の 防

疫 対 応 を 迅 速 化 し 、 ま ん 延 防 止 に 繋 げ る 。

４ 2 1 年 間 の 牛 海 綿 状 脳 症 （ B S E ） 検 査 ま と め

： 徳 島 県 徳 島 家 保 鈴 木 幹 一 郎 、 井 口 陽 香

平 成 1 3 年 、 国 内 B S E 初 確 認 に よ り B S E 特 別 措 置 法 が 制

定 。 徳 島 県 は 平 成 1 5 年 4 月 か ら 2 4 ヶ 月 齢 以 上 を 対 象 に E L

I S A 法 に よ る 死 亡 牛 全 頭 B S E 検 査 を 開 始 （ 1 2 年 間 で 3 , 8 9 9

頭 ） 。 平 成 2 8 年 度 か ら は 法 改 正 に よ り 4 8 ヶ 月 齢 以 上 に 変

更 （ 4 年 間 で 6 3 2 頭 ） 。 平 成 3 1 年 度 か ら は 9 6 ヶ 月 齢 以 上 に

変 更 （ 4 年 8 ヶ 月 で 3 0 0 頭 ） 。 2 1 年 間 の 検 査 総 数 4 , 8 3 1 頭 （ R

5 . 1 2 月 時 点 ） 。 現 在 ま で 陽 性 0 頭 。 関 連 す る 実 績 報 告 は 、

平 成 1 5 年 、 検 査 開 始 に 向 け た 体 制 作 り に つ い て 、 平 成 1

6 年 は 、 死 亡 牛 の 死 亡 原 因 を 分 析 し 農 家 指 導 に 寄 与 、 平

成 1 7 年 か ら は 特 定 部 位 採 材 方 法 の 変 更 、 検 査 報 告 書 の

E x c e l マ ク ロ 化 を 。 平 成 1 8 年 は E L I S A 検 査 法 の 変 更 に よ る

コ ス ト の 削 減 、 平 成 1 9 年 は B S E 採 材 棟 に お け る 悪 臭 物 質

の 測 定 を 蛍 光 X 線 分 析 装 置 に よ り 化 学 的 に 証 明 等 、 代 々

担 当 者 の 創 意 工 夫 に よ り 、 業 務 の 問 題 点 、 改 善 点 を 提 唱

し た 。 令 和 6 年 4 月 以 降 、 死 亡 牛 全 頭 検 査 は 終 了 し 、 B S E

を 疑 う 症 例 の み 検 査 を 実 施 す る が 、 今 後 の 検 査 継 続 に

向 け た 体 制 の 再 構 築 、 再 検 討 等 が 課 題 。
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５ リ ア ル タ イ ム PCR （ ｑ PCR ) 迅 速 診 断 に よ る 乳 房 炎 対

策 事 例 ： 徳 島 県 徳 島 家 保 下 田 真 暉 、 高 田 大 賀

黄 色 ブ ド ウ 球 菌 （ SA ) 由 来 乳 房 炎 は 伝 染 力 が 強 く 難 治

性 。 管 内 慢 性 疾 病 取 組 1 酪 農 家 に お い て 平 成 30 年 度 か

ら 総 計 延 530 頭 、 1,364 検 体 検 査 実 施 し 摘 発 ・ 対 策 指 導 す

る も SA 清 浄 化 に 至 ら ず 。 令 和 4 年 ま で 検 査 法 は 乳 汁 の

細 菌 培 養 検 査 （ 常 法 ） の み で あ っ た が 、 今 回 市 販 の 乳 房

炎 原 因 菌 検 出 キ ッ ト に よ る ｑ PCR （ ｑ 法 ） と 常 法 を 比 較 検

討 。 q 法 は SA に 加 え E.coli 、 Mycoplasma 等 16 種 類 同 時 検 出

可 能 。 結 果 、 SA 以 外 に 新 た に 、 Staphylococcal β -lactamase gene
が 3 頭 、 Enterococcus spp が 53 頭 か ら 検 出 。 疑 陽 性 と し て 18
頭 か ら Staphylococcal β -lactamase gene 、 13 頭 か ら Enterococcus spp
を 検 出 。 検 査 時 間 は q 法 6 時 間 、 常 法 72 時 間 。 検 査 コ ス

ト は q 法 3,650 円 ／ 検 体 、 常 法 210 円 ／ 検 体 。 本 法 は 幅 広

く 原 因 菌 、 潜 在 菌 を 検 出 で き 、 当 該 菌 を 狙 っ た 菌 分 離 、

薬 剤 感 受 性 試 験 を 実 施 す る こ と で 治 療 、 搾 乳 順 序 の 入

替 や 繋 ぎ 替 等 対 策 が 迅 速 に 実 施 で き 乳 房 炎 対 策 指 導 の

一 助 に な る と 考 察 。

【 第 二 部 】

６ 管 内 一 酪 農 家 の 牛 伝 染 性 リ ン パ 腫 ウ イ ル ス （ B L V ）

清 浄 化 対 策

： 徳 島 県 西 部 家 保 森 川 か ほ り 、 岩 田 裕 美

当 該 農 場 は 、 搾 乳 牛 3 0 頭 規 模 の 酪 農 家 。 搾 乳 時 の み

繋 留 し 、 搾 乳 後 運 動 場 に 放 飼 。 家 伝 法 5 条 検 査 の 余 剰

血 清 を 利 用 し た 抗 体 検 査 で 2 0 2 1 年 6 月 ま で B L V 清 浄 性 を

確 認 し て い た が 、 2 0 2 3 年 6 月 の 検 査 で 3 1 頭 中 4 頭 の 抗 体

陽 性 を 確 認 し た た め 対 策 を 開 始 。 感 染 牛 の リ ス ク 判 定

で は 、 1 頭 が 高 リ ス ク と 判 定 。 検 査 未 実 施 の 育 成 牛 2 1

頭 は 全 頭 抗 体 陰 性 を 確 認 。感 染 牛 を 繋 留 飼 育 す る た め 、

繋 留 場 所 で 飲 水 で き る よ う 、 8 月 上 旬 に 工 事 を 実 施 。

ま た 、 高 リ ス ク 牛 を 淘 汰 し 、 運 動 場 の 仕 切 り を 設 置 。

し か し 、 繋 留 に よ る 分 離 飼 育 完 了 ま で の 2 回 の 遺 伝 子

検 査 で 計 1 1 頭 の 陽 転 を 確 認 。 分 離 飼 育 後 は 、 2 週 間 ご

と 計 5 回 の 遺 伝 子 検 査 で 、 陽 転 は 1頭 の み と 感 染 拡 大 収

束 。 本 農 場 は 放 飼 農 場 で あ り 、 分 離 飼 育 完 了 に 時 間 を

要 し た こ と 、 高 リ ス ク 牛 の 存 在 、 吸 血 昆 虫 の 活 動 時 期

で あ っ た こ と な ど の 条 件 が 重 な り 、 B L V 感 染 が 急 速 に

拡 大 し た と 考 察 。 今 後 も B L V 清 浄 農 場 復 帰 を 目 指 し 、

分 離 飼 育 等 対 策 を 継 続 実 施 。
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７ 管 内 二 酪 農 家 の 牛 伝 染 性 リ ン パ 腫 ウ イ ル ス （ BLV ）
清 浄 化 対 策 ： 徳 島 県 西 部 家 保 岡 脇 良 奈 、 丸 谷 永 一

管 内 二 酪 農 家 （ A 、 B 農 家 ） に お い て BLV 清 浄 化 対 策

を 実 施 。 A 農 家 は 搾 乳 牛 50 頭 規 模 。 牛 群 抗 体 陽 性 率 上

昇 の た め 、 R4 年 度 に BLV 清 浄 化 対 策 を 開 始 。 抗 体 陽 性

牛 の 分 離 飼 育 、 防 虫 ネ ッ ト に よ る 吸 血 昆 虫 対 策 、 陽 性 牛

の プ ロ ウ イ ル ス 量 測 定 に よ る リ ス ク 判 定 、 定 期 的 な モ ニ タ

リ ン グ 検 査 を 実 施 。 こ れ ら の 対 策 に よ り 、 R5.10 に 実 施 し

た 陰 性 牛 群 の 全 頭 検 査 で は 、 陽 転 牛 の 摘 発 な し 。 搾 乳

牛 30 頭 規 模 の B 農 家 は 、 BLV 清 浄 農 場 で あ っ た が 、 R5.5
に 2 頭 の 新 規 陽 性 を 確 認 。 R4.9 に 外 部 導 入 し た 牛 1 頭 か

ら の 水 平 感 染 が 要 因 と 推 察 。 陽 性 牛 の 分 離 飼 育 、 プ ロ ウ

イ ル ス 量 測 定 に よ る リ ス ク 判 定 の 取 組 み を 開 始 。 R5.9 の
陰 性 牛 群 の 全 頭 検 査 で は 陽 転 牛 の 摘 発 な し 。 今 後 も 各

農 家 の 状 況 に 応 じ た BLV 対 策 を 継 続 し 、 清 浄 化 を 目 指 す

と と も に 、 対 策 を 必 要 と す る 他 の 農 家 に 対 し て も 本 事 例

を 参 考 に 指 導 し て い き た い 。

８ 交 雑 種 子 牛 の 真 菌 性 第 四 胃 炎 の 一 例

： 徳 島 県 西 部 家 保 松 英 百 合 子 、 山 本 由 美 子

2 0 2 3 年 9 月 、 四 肢 、 頭 部 、 胸 腹 部 の 脱 毛 が み ら れ た

子 牛 の 病 性 鑑 定 を 実 施 。 症 例 は 交 雑 種 、 雄 、 2 4 日 齢 、

鑑 定 殺 。 病 理 解 剖 検 査 で は 、 第 四 胃 潰 瘍 が み ら れ 、 第

一 胃 内 に 毛 球 を 多 数 確 認 。 第 四 胃 内 に も 毛 を 確 認 。 肺

の 左 右 中 葉 は 全 域 実 質 化 、 割 面 は 粟 粒 大 の 黄 白 色 結 節

複 数 形 成 。 胸 腺 は 萎 縮 。 病 原 検 査 で は 、 胸 腹 部 の 毛 か

ら 真 菌 を 分 離 。 性 状 か ら R h i z o m u c o r 属 と 同 定 。 肺 か ら

P a s t e u r e l l a m u l t o c i d a 、E n t e r o c o c c u s d u r a n s を 分 離 。

血 液 生 化 学 的 検 査 で は 、 H t 4 1 % 、 S P 3 . 8 g / d l 。 病 理 組 織

学 的 検 査 で は 、 第 四 胃 粘 膜 固 有 層 か ら 粘 膜 下 組 織 、 一

部 筋 層 に 化 膿 性 炎 症 と 潰 瘍 が み ら れ 、 多 核 巨 細 胞 が 散

在 。 病 巣 内 で P A S 陽 性 、 胞 子 嚢 柄 、 胞 子 嚢 様 の 構 造 物

を 持 つ 真 菌 が 散 見 。 肺 で は 広 範 囲 に 好 中 球 浸 潤 。 胸 腺

が 発 達 し て お ら ず 、 子 牛 の 免 疫 能 が 低 か っ た こ と が 発

症 要 因 と 推 察 。 皮 膚 で 増 殖 し た 真 菌 が 体 毛 を 介 し て 、

経 口 的 に 第 四 胃 に 感 染 し た 真 菌 性 第 四 胃 炎 と 診 断 。
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９ S t r e p t o c o c c u s r u m i n a n t i u m 関 与 が 疑 わ れ た 牛 の

病 性 鑑 定 事 例

： 徳 島 県 西 部 家 保 小 原 彩 子 、 山 本 由 美 子

S t r e p t o c o c c u s r u m i n a n t i u m （ 以 下 S . ｒ ） は 2 0 1 7 年

に S t r e p t o c o c c u s s u i s （ 以 下 S . s ） 血 清 型 3 3 が 再 分 類

さ れ た 新 菌 種 。 生 化 学 的 性 状 の み で 判 別 困 難 な た め 、

遺 伝 子 検 査 に よ る 同 定 が 必 要 。 2 0 2 3 年 、 牛 の 病 性 鑑 定

事 例 に お い て 、 2 症 例 か ら 簡 易 同 定 キ ッ ト で S . s と 判 定

さ れ る 連 鎖 球 菌 を 分 離 。 遺 伝 子 検 査 で S . r と 同 定 。 1 例

は 心 臓 、 肝 臓 、 肺 、 腎 臓 、 脾 臓 か ら 分 離 さ れ 、 疣 贅 性

心 内 膜 炎 と 診 断 。 1 例 は 肺 か ら 分 離 さ れ 、 壊 死 性 化 膿

性 気 管 支 肺 炎 と 診 断 。 2 0 2 1 年 及 び 2 0 2 2 年 に 簡 易 同 定 キ

ッ ト で S . s と 同 定 さ れ た 5 菌 株 に つ い て 、 再 同 定 の た め

遺 伝 子 検 査 を 実 施 。 4 ／ 5 菌 株 を S . r と 再 同 定 。 4 症 例 全

て 呼 吸 器 系 か ら 分 離 さ れ 、 S . r 以 外 の 細 菌 や マ イ コ プ

ラ ズ マ の 複 合 感 染 あ り 。 S . r は 化 膿 性 肺 炎 、 心 内 膜 炎

や 乳 房 炎 な ど 多 様 な 症 状 を 起 こ す 可 能 性 が 考 え ら れ 、

今 後 症 例 を 蓄 積 し 、 S . ｒ の 病 原 性 解 析 へ の 一 助 と し た

い 。

1 0 繁 殖 和 牛 に お け る 経 口 ビ タ ミ ン 剤 給 与 量 の 検 討

： 徳 島 県 西 部 家 保 岩 田 裕 美 、 森 川 か ほ り

管 内 和 牛 繁 殖 農 家 で 、 令 和 5 年 4 月 頃 に ビ タ ミ ン 剤 給

与 を 一 部 中 止 し た と こ ろ 、 4 ～ 5 月 に 早 死 産 が 散 発 。 母

牛 の 血 液 生 化 学 的 検 査 及 び ビ タ ミ ン 検 査 を 実 施 し た 結

果 、 給 与 を 完 全 に 中 止 し た 群 で ビ タ ミ ン A 濃 度 の 低 値

（ 平 均 5 6 I U / d L ） を 確 認 。 直 ち に ビ タ ミ ン 剤 給 与 を 再

開 し 、 定 期 的 に 濃 度 を 測 定 し な が ら 給 与 量 を 検 討 。 6

月 上 旬 か ら 1 6 0 万 単 位 を 2 週 間 に １ 回 給 与 し た が 、 濃 度

上 昇 を 認 め ず 、 7 月 に 投 与 間 隔 を 週 1 回 に 短 縮 し 経 過 を

観 察 。 し か し 、 給 与 再 開 3 ヶ 月 を 経 過 し た が 依 然 低 値

（ 平 均 6 1 I U / d L ） で あ っ た た め 、 再 度 、 生 化 学 的 検 査

を 実 施 。結 果 、 B U N 値 の 低 値 （ 平 均 6 . 4 m g / d L ） を 確 認 。

再 度 聞 き 取 り を 行 い 、 6 月 以 降 配 合 飼 料 給 与 量 を 斬 減

し た こ と が 判 明 。 給 与 量 を 段 階 的 に 戻 し た と こ ろ 、 1 0
月 末 に ビ タ ミ ン A 濃 度 が 上 昇 （ 平 均 8 3 . 3 I U / d L ）。 B U N

値 は 1 1 月 に 改 善 を 確 認 （ 平 均 9 . 6 m g / d L ）。 今 後 も 定

期 的 な 測 定 と そ れ に 基 づ く 指 導 を 行 う 予 定 。
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1 1 管 内 酪 農 家 に お け る 血 液 生 化 学 的 検 査 結 果 に 基 づ

く 繁 殖 成 績 改 善 へ の 取 組 み

： 徳 島 県 西 部 家 保 伊 藤 拓 海 、 岩 田 裕 美

管 内 酪 農 家 （ 搾 乳 牛 3 2 頭 規 模 ） に お い て 、 長 期 不 受

胎 牛 が 1 5 頭 確 認 さ れ た た め 、 2 0 2 3 年 3 月 、 血 液 生 化 学

的 検 査 に 基 づ く 、 繁 殖 成 績 改 善 対 策 を 実 施 。 検 査 を 3

月 と 8 月 の 計 2 回 行 い 、 牛 群 栄 養 状 態 を 確 認 。 検 査 項 目

は 、 H t 、 H G B 、 T - c h o 、 G O T 、 G l u 、 B U N 、 V A 、 β カ ロ テ

ン の 8 項 目 。 3 月 の 検 査 結 果 に お い て 、 長 期 不 受 胎 牛 の

平 均 B U N 値 が 1 8 . 6 m g / d l と 高 値 で あ っ た た め 、 飼 料 計 算

を 実 施 。 結 果 、 牛 群 全 体 の T D N 、 D M 、 C P 充 足 率 が 1 00 ％
以 上 と エ ネ ル ギ ー 過 多 の 状 態 で あ り 、 特 に 泌 乳 後 期 で

は 、 T D N と C P が 約 1 3 0 ％ と 顕 著 。 粗 飼 料 の 給 与 量 は 変 え

ず 、 濃 厚 飼 料 の 給 与 量 を 抑 え 、 T D N と C P が 1 00 ％ 弱 と な

る よ う に 指 導 。 8月 の 検 査 で は 、 平 均 B U N 値 が 1 3 . 7 m g / d

l に 低 下 。 指 導 後 、 長 期 不 受 胎 牛 1 5 頭 の う ち 、 9 頭 が 受

胎 、 繁 殖 成 績 の 改 善 を 確 認 。 引 き 続 き 、 血 液 生 化 学 的

検 査 結 果 を も と に し た 飼 養 管 理 方 法 に つ い て 指 導 を 行

い 、 安 定 し た 繁 殖 成 績 に 繋 げ て い き た い 。

1 2 豚 繁 殖 ・ 呼 吸 障 害 症 候 群 （ PRRS ） の リ ア ル タ イ ム PCR
法 の 検 討

： 徳 島 県 徳 島 家 保 井 口 陽 香 、 鈴 木 幹 一 郎

PRRS の リ ア ル タ イ ム PCR ( qPCR ) と 従 来 の nested PCR ( cPCR )
に つ い て 検 査 時 間 、 費 用 、 検 出 感 度 を 比 較 。 材 料 は 市

販 ワ ク チ ン 3 種 ( 生 、 不 活 化 ) 、 豚 血 清 187 検 体 と 死 亡 豚 6
頭 21 臓 器 。 qPCR は RealPCR PRRSV Types 1-2 RNA Mix ( I 社 ) 、 cPCR
は Kono ら の 方 法 。 結 果 、 検 査 時 間 は qPCR が 2.5 時 間 、

cPCR が 5.5 時 間 で qPCR が 3 時 間 短 く 、 費 用 は qPCR が 1,430
円 /検 体 、 cPCR が 1,260 円 /検 体 で qPCR が 170 円 高 い 。 検 出

感 度 に つ い て 生 ワ ク チ ン は qPCR と cPCR と も に 検 出 、 不 活

化 ワ ク チ ン は qPCR の み 検 出 。 血 清 、 臓 器 か ら の 検 出 率 は

qPCR ( 71/187 、 20/21 ) 、 cPCR ( 43/187 、 14/21 ) で qPCR の 検 出 感 度

が 高 く 、 Ct 値 が 31 以 上 の 場 合 cPCR で は 未 検 出 と な る 可

能 性 を 示 唆 。 陽 性 基 準 は 今 後 の 検 討 課 題 。 qPCR と cPCR
と も に 生 ワ ク チ ン 株 を 検 出 す る こ と か ら 、 接 種 農 場 で は

野 外 株 か ワ ク チ ン 株 の 判 定 が 必 要 。 qPCR の 費 用 は 割 高

だ が 、 時 間 短 縮 、 簡 便 性 を 考 慮 す れ ば 有 用 。
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1 3 豚 繁 殖 ・ 呼 吸 障 害 症 候 群 、 豚 サ ー コ ウ イ ル ス 2 型 及

び 複 数 の 細 菌 感 染 が み ら れ た 子 豚 の 一 症 例

： 徳 島 県 徳 島 家 保 笠 原 利 気 、 鈴 木 幹 一 郎

令 和 5 年 6 月 、 一 貫 農 場 の 離 乳 舎 で 数 頭 に 呼 吸 器 症

状 を 確 認 。 死 亡 豚 1 頭 の 病 性 鑑 定 を 実 施 。 LWD 、 肥 育

用 、 90 日 齢 、 雄 。 解 剖 時 、 肺 全 体 の 赤 色 化 、 両 側 後 葉 の

硬 結 、 横 隔 膜 と の 癒 着 を 確 認 。 組 織 学 的 に 肺 の 多 巣 性

壊 死 、 好 中 球 浸 潤 を 確 認 。 免 疫 染 色 に よ り 、 炎 症 巣 に

Actinobacillus pleuropneumoniae （ App ） 血 清 型 5 型 の 陽 性 像 を 確

認 。 肝 臓 で は パ ラ チ フ ス 結 節 を 確 認 。 主 要 臓 器 か ら

Salmonella Choleraesuis （ S.C ） 、 Streptococcus dysgalactiae を 分 離 。 PCR
に て 肺 乳 剤 か ら App 血 清 型 5 型 、 豚 繁 殖 ・ 呼 吸 障 害 症 候

群 ウ イ ル ス （ PRRS ） 、 肺 ・ 脾 臓 か ら 豚 サ ー コ ウ イ ル ス 2 型
（ PCV2 ） を 検 出 。 PRRS 及 び PCV2 感 染 に よ り 免 疫 不 全 と な

っ た 子 豚 の App 血 清 型 5 型 に よ る 豚 胸 膜 肺 炎 及 び S.C 、 S.
dysgalactiae の 敗 血 症 と 診 断 。 本 農 場 は PRRS 汚 染 農 場 で あ

り 、 衛 生 状 態 の 改 善 や ワ ク チ ン 、 抗 菌 薬 の 適 切 な 使 用 に

よ る 二 次 感 染 の 防 止 が 課 題 。

【 第 三 部 】

1 4 制 限 給 与 下 で 飼 育 し た 黒 毛 和 種 育 成 牛 の 増 体 ・ 発

育 成 績 と 枝 肉 重 量 の ゲ ノ ム 育 種 価 の 関 係

： 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー

： 畜 産 研 究 課 田 渕 雅 彦

ゲ ノ ミ ッ ク 評 価 で は 早 期 に 個 体 の 能 力 を 推 定 で き る こ

と か ら 、 近 年 、 和 牛 の 改 良 促 進 の た め 活 用 が 進 め ら れ て

い る 。 本 研 究 で は 制 限 給 与 に よ り 飼 育 し た 黒 毛 和 種 育 成

牛 の 発 育 と 、 ゲ ノ ム 育 種 価 と の 関 連 に つ い て 評 価 を 試 み

た 。 当 課 繋 養 の 120 ～ 300 日 齢 の 黒 毛 和 種 育 成 牛 に つ い

て 「 枝 肉 重 量 」 の ゲ ノ ム 育 種 価 に 応 じ 、 上 位 群 （ H 、 A ） 、
中 位 群 （ B ） 、 下 位 群 （ C 、 D ） の ３ 群 に 分 類 し 、 増 体 ・

発 育 を 比 較 し た 。 雄 上 位 群 は 補 正 体 重 、 補 正 体 高 、 補 正

胸 囲 が 他 群 よ り も 高 く 推 移 し た 。 雌 上 位 群 は 300 日 齢 の

補 正 胸 囲 と そ の 30 日 平 均 増 加 量 が 他 群 よ り も 有 意 に 大

き か っ た 。 「 枝 肉 重 量 」 の ゲ ノ ム 育 種 価 が 上 位 の 個 体 は

胸 囲 の 増 加 が 顕 著 で あ る と 示 唆 さ れ 、 ル ー メ ン 発 達 と の

関 連 に つ い て 検 討 が 必 要 と 考 え ら れ た 。
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1 5 阿 波 尾 鶏 の 輸 出 を 促 進 す る 肉 用 鶏 食 鳥 処 理 に お け

る 衛 生 管 理 技 術 の 開 発

： 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー

： 畜 産 研 究 課 小 浦 孝 修 、 富 久 章 子

阿 波 尾 鶏 の 輸 出 促 進 を 目 的 に 、 肉 用 鶏 の 食 鳥 処 理 工

程 に お い て 使 用 さ れ て い る 食 品 添 加 剤 に つ い て 、 次 亜

塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム （ 塩 素 ） と 過 酢 酸 製 剤 （ 過 酢 酸 ） の 消 毒

効 果 及 び 肉 質 に 及 ぼ す 影 響 を 調 査 。 試 験 １ と し て 、 塩 素

70ppm 及 び 過 酢 酸 2,000ppm に つ い て 、 試 験 ２ と し て 、 塩 素

70ppm 及 び 過 酢 酸 100ppm 、 75ppm 、 50ppm に つ い て 比 較 検

討 。 試 験 １ に お い て 、 過 酢 酸 2,000ppm は 、 塩 素 70ppm と 比

較 し て 、 一 般 生 菌 数 （ AC ） 及 び 腸 内 細 菌 科 菌 群 数 ( EB )
が 有 意 に 減 少 し 、 皮 膚 色 調 の L ＊ 値 及 び a*値 が 有 意 に 低

下 。 試 験 ２ に お い て 、 過 酢 酸 50ppm は 、 塩 素 70ppm と 比 較

し て 、 EB が 有 意 に 増 加 。 皮 膚 色 調 は 、 各 水 準 間 に 有 意

差 な し 。 以 上 の 結 果 か ら 、 過 酢 酸 50ppm は 、 塩 素 70ppm と

比 較 し て 消 毒 効 果 が 低 い と 考 察 。 ま た 、 過 酢 酸 は 、 100ppm
以 下 の 濃 度 で 、 皮 膚 の 色 調 に 影 響 な し 。 今 後 、 100ppm ～

50ppm の 範 囲 内 で 、 最 適 な 運 用 濃 度 を 検 討 。


